
変更前 変更後 
２． （定義） 
ｃ ． 外国にある当行の支店または他の金融機関を支

払人として、送金依頼人が指定する者を受取人とする

送金小切手を送金依頼人または受取人に対して交付

すること。 
 

２． （定義） 
（削除） 

３． （送金の依頼） 
（１） 
①送金の依頼は、窓口営業時間内に受付けます。 

３． （送金の依頼） 
（１） 
①送金の依頼は、当行所定の受付時間内に受付けま

す。 
 

４． （送金委託契約の成立と解除等） 
（２）前項により送金委託契約が成立したときは、当

行はその契約内容に関して、外国送金依頼書控等を交

付し、送金小切手の場合には、併せて送金小切手を送

金依頼人または受取人に対して交付します。なお、こ

の外国送金依頼書控等は、解除や組戻しの場合など、

後日提出していただくことがありますので、大切に保

管してください。 

４． （送金委託契約の成立と解除等） 
（２）前項により送金委託契約が成立したときは、

当行はその契約内容に関して、外国送金依頼書控等

を交付します。なお、この外国送金依頼書控等は、

解除や組戻しの場合など、後日提出していただくこ

とがありますので、大切に保管してください。 
 
 

４． （送金委託契約の成立と解除等） 
（３） 第１項により送金委託契約が成立した後にお

いても、当行が関係銀行に対して支払指図を発信する

前または送金依頼人に対して送金小切手を交付する

前に次の各号の事由の一にでも該当すると認めたと

きは、当行から送金委託契約の解除ができるものとし

ます。この場合、解除によって生じた損害については

当行は責任を負いません。 

４． （送金委託契約の成立と解除等） 
（３） 第１項により送金委託契約が成立した後にお

いても、当行が関係銀行に対して支払指図を発信す

る前に次の各号の事由の一にでも該当すると認めた

ときは、当行から送金委託契約の解除ができるもの

とします。この場合、解除によって生じた損害につ

いては当行は責任を負いません。 
 
 

５． （支払指図の発信等） 
（１） 当行は、送金委託契約が成立したときは、前

条第３項により解除した場合を除き、送金の依頼内容

にもとづいて、遅滞なく関係銀行に対して支払指図を

発信し、または送金小切手を送金依頼人または受取人

に対して交付します。 

５． （支払指図の発信等） 
（１） 当行は、送金委託契約が成立したときは、前

条第３項により解除した場合を除き、送金の依頼内

容にもとづいて、遅滞なく関係銀行に対して支払指

図を発信します。 
 
 



９． （取引内容の照会等） 
（２） 当行が発信した支払指図または交付した送金

小切手について、関係銀行から照会があった場合に

は、送金の依頼内容について送金依頼人に照会するこ

とがあります。この場合には、すみやかに回答してく

ださい。当行からの照会に対して、相当の期間内に回

答がなかった場合または不適切な回答があった場合

には、これによって生じた損害については、当行は責

任を負いません。 

９． （取引内容の照会等） 
（２） 当行が発信した支払指図について、関係銀行

から照会があった場合には、送金の依頼内容につい

て送金依頼人に照会することがあります。この場合

には、すみやかに回答してください。当行からの照

会に対して、相当の期間内に回答がなかった場合ま

たは不適切な回答があった場合には、これによって

生じた損害については、当行は責任を負いません。 
 
 
 

９． （取引内容の照会等） 
（３） 当行が発信した支払指図または交付した送金

小切手について、関係銀行による支払指図の拒絶等に

より送金ができないことが判明した場合には、当行は

送金依頼人にすみやかに通知します。この場合当行が

関係銀行から送金に係る返戻金を受領したときには、

直ちに返却しますので、第１１条に規定する組戻しの

手続きに準じて、当行所定の手続きをしてください。 

９． （取引内容の照会等） 
（３） 当行が発信した支払指図について、関係銀行

による支払指図の拒絶等により送金ができないこと

が判明した場合には、当行は送金依頼人にすみやか

に通知します。この場合当行が関係銀行から送金に

係る返戻金を受領したときには、直ちに返却します

ので、第１１条に規定する組戻しの手続きに準じて、

当行所定の手続きをしてください。 
 
 
 

１０． （依頼内容の変更） 
（１） 
① 変更の依頼にあたっては、当行所定の内容変更依

頼書に、外国送金依頼書に使用した署名または印章に

より署名または記名押印のうえ、第４条第２項に規定

する外国送金依頼書控等とともに提出してください。

この場合、当行所定の本人確認資料または保証人を求

めることがあります。なお、送金小切手が送金依頼人

または受取人に対して交付されている場合には、その

送金小切手も提出してください。 

１０． （依頼内容の変更） 
（１） 
① 変更の依頼にあたっては、当行所定の内容変更依

頼書に、外国送金依頼書に使用した署名または印章

により署名または記名押印のうえ、第４条第２項に

規定する外国送金依頼書控等とともに提出してくだ

さい。この場合、当行所定の本人確認資料または保

証人を求めることがあります。 
 

１１．（ 組戻し） 
（１） 
① 組戻しの依頼にあたっては、当行所定の組戻依頼

書に、外国送金依頼書に使用した署名または印章によ

１１．（ 組戻し） 
（１） 
① 組戻しの依頼にあたっては、当行所定の組戻依頼

書に、外国送金依頼書に使用した署名または印章に



り署名または記名押印のうえ、第４条第２項に規定す

る外国送金依頼書控等とともに提出してください。こ

の場合当行所定の本人確認資料または保証人を求め

ることがあります。

なお、送金小切手が送金依頼人または受取人に対して

交付されている場合には、その送金小切手も提出して

ください。

より署名または記名押印のうえ、第４条第２項に規

定する外国送金依頼書控等とともに提出してくださ

い。この場合当行所定の本人確認資料または保証人

を求めることがあります。

（追加） １７．（規定の変更）

法令の変更、監督官庁の指示、金融情勢その他諸

般の状況の変化その他の理由により本規定を変

更する必要があるときは、当行は、変更内容につ

いて店頭または当行ホームページへの掲示や郵

送等適宜の方法で告知することにより、これを変

更できるものとします。かかる変更は、告知にお

いて定める適用開始日から適用されるものとし

ます。

（追加） １８． （規定の準用）

本規定に定めのない事項については、当行の「パ

ワーフレックス取引共通規定」、「パワーフレック

ス口座円貨預金規定」、「パワーフレックス口座外

貨預金規定」および「新生パワーコール規定（パ

ワーフレックス用）」の他、当行の他の規定の定

めるところによるものとします。


